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平成 21 年 4 月 30 日公布の「博物館法施行規則の一部を改正する省令」（文部科学省令第 22
号）において、「博物館に関する科目」に「博物館展示論」が新たに設置された。この科目は

























































































































































































第三章 美術館の展示意図Ⅱ『没後 120 年 ゴッホ展 こうして私はゴッホになった』から 
 第二章とおなじく、複数の展覧会場での調査をもとに展示を分析するとともに、展示への評
価と展示意図を読み取る方法について提言した。 
 取り上げた「没後 120 年 ゴッホ展」は 2010 年〜2011 年、名古屋市美術館が企画の中心と
なり国立新美術館を皮切りに、九州国立博物館、名古屋市美術館の順に巡回した。設立目的か
ら施設規模に至るまでまったく異なる三館の個性がはっきりみえていた。 
具体的には第二章の比較項目に加え、企画の趣旨への解釈、展示施設の大きさや設備、企
画への思い入れなどの違いと問題点、実物大復元模型の扱い方への疑問を指摘した。 
 
第四章 展示意図への提言 
 第二部のまとめとして展覧会や展示から展示意図を読み取る方法について提言した。 
どのように見せるか、何を伝えるかなど、意図を持って展示することは学芸員にとって当
たり前なことで、日常おこなっていることである。その意図の表し方は展示シナリオ、作品の
性格、バランスと見栄え、学芸員の感性などによって、さらに展示室の施設上の制約、各美術
館独特の方針や事情などにより形作られる。これらを少しずつ読み取る訓練を重ねることで、
展示にかかわる知識やアイディアが増えていく。とはいえ、展示の中には意図の見えにくいこ
とがあるし、動線が混乱していることもよくある。学芸員を目指す学生はこれらのことを踏ま
え、よい展示を研究し自分のものにしてほしいと思う。 
 展示意図を読むために、「動線を読む」・「展示意図を読む」の二項目をとおして考察を試み
た。具体的には、前項では展示室の形状・作品リストの記載順・キャプションの位置とデザイ
ンから動線を読む方法を、後項では重要作品の配置・展示室と作品の位置・壁面と展示などか
ら展示意図を読む方法を指摘した。 
 
大学を卒業したばかりの学芸員に即戦力を求めることは酷であるが、少しでも実践的な能
力を備えた学芸員を育てることが、学芸員養成を担う大学の使命である。そのために何をすべ
きかという視点から、「博物館に関する科目」のなかの展示実務を背景とした博物館展示論と
博物館実習の二科目に注目し、展示の教育法について研究した。そのささやかな成果として、
模擬的ながら展示経験を重ねることで展示スキルを高め、さらに展示の現場をテキストとして
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自ら学ぶ方法について具体的に提言したのである。これらをおこなうことだけで、良い学芸員
を育てられると考えるほど学芸員養成は簡単ではないが、この展示教育の研究を第一歩とし、
さらに学芸員養成について考察していきたい。 
 
